むぎつき あら しま 

麦 搗も荒 ましに なった し、 一番 草 も 今日で お 終いだ 

から、 おと ッっ あん、 熱い のに 御苦労 だけつと、 鎌 を 

二三 丁 買って きて くるつ だいな、 此 熱い 盛りに 山の 

なつが り あぜく さ 

夏 刈 もやり たいし、 畔草も 刈つ ねばなん ねい …… 山 刈 

り を 一丁に 草刈り を 二 丁 許り、 何処の 鍛冶屋で もえい 

から つ て。 

おやじが こういう もんだ から、 一 と 朝起きぬ きに 松 

尾へ ハ$ つた、 松 尾の 兼 鍛冶が 頼みつ けで、 懇意 だから、 

出来合が あったら 取って くる 積り で、 日が 高くなる と 

熱くて たまん ねから、 朝飯前に 帰って くる 積り で 出掛 

けた、 おら ァ 元から 朝起きが 好きだ、 夏で も 冬で も 天 



ぎ 位 草 を 刈ります よ、 今の 了簡で いって くれれば え 

いと 思います がね」 

「実の 処 おれ は、 それ を 聞きた さに 今日 も 寄った の だ、 

そういう 話 を 聞く のが おれに は 何よりの 御馳走 だ、 う 

ん お前 も 仕 合せに なった」 

こんな 訳で 話 は それから それと 続く、 利 助の 馬鹿 を 

尽 した 事から、 二人が 殺す の ie すのと 幾度 も 大暄嘩 を 

やった 話 もあった、 それでも 終い に は 利 助から、 おれ 

が あやまる から 仲直り をして くろて 云い 出し 誰れ の 世 

話に もなら ず、 二人で 仲直りした 話 は 可笑しかった。 

おれ も 始めから 利 助の 奴 は、 女房に やさしい 処がぁ 



才智が あっても 財産が あっても、 あんまり 尊い もので 

はない。 

(明治 四十 一 一年 九月) 
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